
3,000円（別途、それぞれ保険料が必要）
費1回100円（地図代ほか）申福田さん☎
080（5173）5496
●国際教育文化交流ビエンベニード会　
子どもの将来に役立つ語学と外国の方々
とのふれあい・文化交流の場を設けてい
ます。月に1度は子ども食堂も行っていま
す対4歳〜中学生時毎週金曜日、午後6時
〜7時場幸学習館定5人（申込順）申石原
さん☎080（5412）7142
●詩吟 嶺

れい
雪
せつ

会
かい

　漢詩や和歌を通して、歴
史や時代背景を学び、作者の心にふれ情
操教育に役立ちます時毎月第1・第3・第
4木曜日、午後1時〜4時場グリーンセン
ター（清掃工場内）入3,000円月1,500円

（ほかに教材費1,000円）申飯塚さん☎
090（8942）4949

対60歳以上の女性時毎週月曜日、午前9
時〜11時30分場上砂会館年1,200円月
1,000円定10人（申込順）申今井さん☎
090（4202）8745
●立川将碁の会　これから将棋、囲碁を
始めたい方、初心者、有段者まで時月3回
〜4回の水曜または土曜日、午後1時〜4
時ごろ場上砂会館年100円定10人（申込
順）申金子さん☎（538）0360〔午後6時
〜9時〕
●山

さん
守
しゅ

会
かい

　創立19年目の会で、多くの仲
間がハイキング（軽登山）とウォーキング
を楽しんでいます。くわしくは「山守会」の
ホームページをご覧ください対主に中高
年の方時ハイキング月1回、ウォーキング
月1回（曜日不定）場多摩・中央沿線、秩父
など年ハイキング6,000円、ウォーキング

この欄の情報の連絡・交渉は当事者間
で。市は関与しません。掲載申込書は広
報課（市役所2階42番窓口）と各地域学
習館で配布するほか、市ホームページか
らダウンロードもできます。

まちのお知らせ
●スカウト募集説明会　立川市ボーイ・
ガールスカウト育成会が主催。ボーイス
カウト・ガールスカウト活動に興味のあ
る方、入団希望者に、活動内容を案内し、
希望者には、入団案内を行います。直接
会場へ対小学校入学1年前の子ども〜高
校生世代の方と保護者時2月24日㈰▷午
後1時30分から▷午後2時から▷午後2時

時から場高松学習館定30人（先着順）問
内山さん☎（535）5666
●ジョイフルシャウト ゴスペルコンサー
ト　J

ジ ョ イ フ ル
oyful S

シ ャ ウ ト
hout G

ゴ ス ペ ル
ospel C

ク ワ イ ア
hoirが主

催。山形県米沢市から姉妹クワイア（合
唱）のゲスト出演も。日本語ゴスペルの素
晴らしさを体験してください時2月11日

（月・祝）午後1時30分開演（午後1時開場）
場女性総合センター費1,000円申高橋さ
ん☎090（1427）4481
●バスハイク「伊豆ナコウ山」　 H

ハイキング
C

クラブ
 

W
ワ イ ル ド

ild B
ベ リ ー
erryが主催。ナコウ山は江戸城

の石切場の跡で、多くの大名の痕跡があ
り、山頂まで1時間余りのハイキングコー
スです対医師から運動を制限されていな
い方時2月24日㈰午前7時〜午後6時ご
ろ場立川駅南口りそな銀行前集合・解散

30分から場女性総合センター問至誠学
園☎（524）2601
●第20回「春を呼ぶコンサート」　立川
市障害者後援会が主催。市内の障害者団
体が合唱、合奏、踊り等を発表します。青
山学院大学の学生によるハンドベル演奏
も。子どもから大人まで楽しめます。直接
会場へ時2月2日㈯午後1時〜4時場たま
しんRISURUホール大ホール問立川市
障害者後援会☎（534）0937
●無料相談会（相続・不動産・高齢化問
題）　NPO法人日本相続士協会が主催。
万が一のときの納税額を知っておくため
には何が必要か、空き家の再生、福祉用
具の活用などの相談に応じます時2月9
日㈯・10日㈰、午前10時〜午後4時場多
摩都市ハウジング（柴崎町2−5−2三多摩

費2,500円（貸切バス代、保険料ほか）定
10人（申込順）申井嶋さん☎080（6661）
9400

会員募集
●赤い靴　初心者も年配者もプロA級の
先生の指導で社交ダンスの基礎からしっ
かり練習します。見学可。体験無料時毎
週水曜日①初級＝午後6時〜7時②中級
＝午後7時30分〜9時場柴崎福祉会館入
1,000円月①1,500円②3,500円定30人

（申込順）申小林さん☎（522）2081
●あやめ会（三味線同好会）　三味線を
弾いてみたいと思っている方、男性・女性
にかかわらず、初心者も昔弾いていた方
もどうぞ。見学可時毎月第1・第3水曜日、
午後1時30分〜4時30分場羽衣中央会

第一ビル4階）申浅井さん☎090（1056）
4615
●定例勉強会〜日米地位協定を勉強しよ
う　錦法律を知る会が主催。日米地位協
定を勉強し、横田基地のあり方について
話しあいます。DVD「どうするアンポ〜日
米同盟とわたしたちの未来」も上映対市
民の方時2月16日㈯午後1時30分〜4時
30分場子ども未来センター費500円（資
料代）定20人（申込順）申馬場さん☎070

（3542）2860
●立川ごみ懇談会第10回総会　「黒土
を使った生ごみの減量」に挑戦して3年余
り。近年、マイクロプラスチックごみの海
洋汚染が深刻な状況になっています。ご
み問題や環境問題について話しあってみ
ませんか。直接会場へ時2月3日㈰午後2

館月1,500円申大野さん☎（522）3088
●はなみずき体操　体操をして「健幸」で
いられる体づくりを目指します。無理のな
いストレッチ等、音楽にあわせて楽しく行
います。見学歓迎対40歳以上の方時第
1・第3木曜日、午後1時30分〜3時場都営
立川幸町二丁目第5アパート集会室（幸
町2−16）年1,000円月1,000円定若干名

（申込順）申千葉さん☎（535）4622
●俳句錦の会　どなたでも参加できる楽
しい俳句会です。選者は若泉真樹さん。初
心者歓迎時毎月第2火曜日、午後1時30
分〜4時30分場錦学習館月1,000円定5人

（申込順）申平井さん☎080（5504）4934
●シニア・フラダンス　健康な体と穏や
かな精神維持に役立つフラダンスを楽し
く踊りましょう。初心者大歓迎。体験無料

B案A案公共施設再編の市民検討が始まります

人口推計 公共施設の建築後年数
（全体に対する床面積の割合）

今後の建て替え・改修コスト

これらの資料から
分かること

　市では1960～1970年代に建てられた多くの公共施設が老朽化し、今後一斉に建て替えが必要
な時期を迎えます。少子高齢化や人口の減少、厳しい財政状況が予測される中、公共施設を将来
の世代に残していくために、市は公共施設の再編を進めています。今後、市民の皆さんとの検討
（ワークショップ等）を踏まえて、再編の具体案を策定します。皆さんも公共施設の未来を一緒に
考えてみませんか。	 問行政経営課・内線2702 　市は、安全な公共施設を将来世代へ引き継いでいくため公共施

設の再編に取り組んでいます。

　平成31（2019）年度から、前期検討圏域の公共施設再編の市民
検討が始まります。くわしくは今後の「広報たちかわ」などでお
知らせします。

　市に１～２つしかない施設は、政策的な観点から市が「施設のあ
り方」を検討します。

◦将来、人口が減少し、少子高齢化が進む
◦高齢化による社会保障関係費用が増える
◦今後、老朽化した公共施設の建て替え時
期を迎える
◦施設の建て替え・改修の費用が今後大幅
に増える

◦ドリーム学園・健康会館　複合化して建て替え、子ども家庭支
援センターの近接地へ移転し、途切れのない安心した子育てを
支える拠点として子育て機能を集約

◦歴史民俗資料館　歴史、文化、学習とコミュニティの一体化に
よる新しいにぎわいの拠点として、砂川学習館と複合化

◦練成館　立川公園と一体化した総合的なスポーツの拠点として
立川公園周辺に移転、または柴崎市民体育館と複合化
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市民検討

施設設備計画

整備・運営手法の検討

施設整備計画
策定後、随時

設計・工事

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年

市民検討
施設設備計画

整備・運営手法の検討

⇨25.069
施設整備計画策定
次第、随時

設計・工事

これからの再編の進め方
全市施設の再編の進め方

「施設のあり方」を検討するための参考案
　今年度策定した公共施設再編個別計画の
概要について説明します。直接会場へ。
時・場▷2月16日㈯＝子ども未来センター
2階201・202会議室▷17日㈰＝市役所2階
208・209会議室、いずれも午前10時～11
時30分定各30人（先着順）

公共施設再編個別計画
市民説明会

65歳以上の人口が
約15,000人増加

平成24年度
公共施設保全計画

将来世代に機能を引き継
ぐためのルールと、今後
市民検討の題材となる再
編モデルケースを示す。

高松児童館▶移転
高松会館▶曙福祉会館と複合化

曙福祉会館
▶移転

曙学童保育所
▶移転

高松学習館・高松図書館
▶減築。健康会館は別途

移転または減築を検討

二小▶高松児童館、曙
学童保育所と複合化

三小▶錦学習館・
錦図書館と複合化

三中▶減築

錦学習館・錦
図書館▶移転

七小▶大規模改修時に特別
支援教育等施設と複合化

特別支援教育等
施設▶移転

五中▶砂川学習館（学習、
文化の機能）と複合化

砂川学習館▶地域
コミュニティ施設

に転用し、減築

第九中学校圏域は清掃工場の移転等の大きな変化があるため、まちづくりの視点から別途検討します。

◦公共施設の建て替え・改修　▶効率よく
活用するために施設の機能（使い方）を見直
す▶建て替えを一部前倒しし、建て替え時
に面積を削減する
◦将来に引き継ぐために　▶延床面積を平
成65（2053）年度までに約20％削減する▶
建て替え・改修コストを５年間当たり約
178億円に収めることを目安に再編する
◦地域の核となる公共施設　▶多様な世代
の人が集まる施設にする▶９つの中学校圏
域ごとに再編する▶学校等の大規模施設を
中心に再編する▶築年数の古い、老朽化の
進む施設を中心に再編する
◦施設の管理運営の見直し　▶民間活力の
導入を検討する▶施設管理を見直し効率化
する

　市が考える再編の
主なポイント

平成26年度
公共施設あり方方針

平成28年度
公共施設再編計画

平成29年度
今後の改修の考え方

平成30年度
公共施設再編個別計画

羽衣中央会館▶羽衣児童館・
羽衣学童保育所と複合化

三中▶減築

錦児童館・錦学童
保育所▶移転

特別支援教育
等施設▶移転

羽衣児童館・羽衣
学童保育所▶移転

三小▶錦児童館・錦
学童保育所を複合化

七小▶大規模改修
時に特別支援教育

等施設と複合化

高松学習館・高松図書館
▶健康会館については別

途移転または減築を検討

高松児童館▶移転
高松会館▶減築

曙学童保育所
▶移転

JR中央線 JR中央線

JR中央線

西武拝島線西武拝島線

二小▶高松児童館、曙学
童保育所、高松学習館、

高松図書館と複合化

五中▶減築

砂川学習館▶減築して多
世代交流の新たな拠点に

大山小▶改修 大山小▶改修

再編について
知りたい方は

１年当たりの
建て替え・改修コストの
見込みは約1.7倍

施設耐用年数（コンクリートの寿命）を
70年とすると、10年～30年後には多
くの施設が建て替えの時期を迎える

15歳～64歳の人口が
約32,000人減少
0歳～14歳の人口が
約6,000人減少

築後30年
以上の
建物が
約77％人口が

約23,000人
減少

50年～59年
36.3％

40年～49年
27.5％

10年～19年
0.2％

0年～9年
11％

20年～29年
12.2％

30年～39年
13％

すべての公共施設を
建て替えることは困難

公共施設の再編が必要

◦各圏域の検討時期
前期（2019～2023年度） 後期（2024～2028年度）

第二・三・五・九中学校圏域 第一・四・六・七・八中学校圏域

第二中学校
圏域

曙・高松・緑・
栄町の一部

第三中学校
圏域

錦・羽衣町

第五中学校
圏域

上砂町、砂川・
一番町の一部
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